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1. 本 誌 は､物 性 物 理 の研 究 を共 同 で促進 す るため ､研 究者 が そ

の研 究意 見 を自由 に発表 し討論 t あ い､ また､研 究 に関連 した

情報 を速 や か に交 換 しあ うこ とを 目的 と して､毎 月 1回編 集 ･

刊行 され ます｡ 掲 載 内容 は､研 究論 文 ､研 究 会 ･国際 会議 な ど

の報 告 ､講義 ノー ト､研 究 に関連 した諸 問題 につ いて の意 見 ､

情報 な どです｡

2. 本誌 に掲 載 され る論 文 につ いて は､原 則 と して審査 は行 な い

ませ ん｡ 但 し､編 集者 が本誌 に掲 載 す るこ とを著 し く不 適 当 と

認 め た もの につ いて は､改 訂 を求 め ､ また は掲 載 を拒 絶 す るこ

とが あ ります｡

3. 本 誌 の掲 載論 文 を他 の学 術 雑 誌 に引 用 す る と きは､著 者 の承

諾 を得 た上 で private,communication 扱 い に して下 さい｡

投稿規定

1. 雑 誌 のペ ー ジ数 を節 約 す るため原稿 は極 力簡 潔 にお書 き下 さ

しヽ0

2. 原稿 は400字 詰 原稿 用 紙 を使 用 して下 さい｡

3. 数 式 ､記 号 の書 き方 は Progress､ Journalの投稿 規 定 に

に準 じ､ミスプ リン トが生 じないよ うに適 当 な処 置 を とっ て下 さ

い○

上 ツ キ､下 ツ キは特 に紛 わ しい もの のみ を手旨定 して下 さい｡

英字 の大 ､花文 字 ､ ギ リシャの手旨定 を忘 れ ない よ うに､O とa

と 0(ゼ ロ)､u とn と rr､C とe､1 (ェ ル )と 1(イチ)､X と×

(カケ ル )､u とV 等 が一 番 間違 いや す い｡

i. 数 式 は 3行 にわ たpって大 き く書 いて下 さい｡

R l才子以 内 にお▲き ま らな い可 台邑性 の あ る長 い数 式 等 は必 ず改行

の際 の切 れ 目 を赤 です旨走 して下 さい｡

6, 図 の縮 尺 ､拡 大 は致 しませ ん｡ - 頁以 内 に入 らな い図 は原 則

として著者 に返送 し､書 き改 め て い た だ きます｡

7. 投稿 後 の原稿 の言丁正 は で きるだけ さけ る よ うに して下 さい｡

8. 別刷 が入用 な場 合 は､投 稿 の際 に所要 部 数 を10部 単位 で申込

んで下 さい｡ 別 紙代 は下 記 方 式 に よ り､ 現金 で納 入 して い た だ

き ます ｡

(郵 券 に よ る受 付 は い た し ませ ん｡

p :物 石井出 来 上 り頁 数

Ⅹ :別 刷 所 要 部 数

a :別 刷 - 頁 の代 金･ 1円

b :製 本 代 (別 刷 一 部 に つ き) 10円

別刷 代 - (a p 十 b)Ⅹ +送 料

別 刷代 金二は別刷 を受 取 ってか ら､ 1ケ 月以 内 に納 め て下 さい｡

そ れ よ り遅 れ た場 合 に は遅 滞 追 徴 金 を請 求 され る こ とが あ りま す

す か ら､御 注 意 下 さ い｡

9. 原 稿 締 切 日は毎 月20日で 原 則 と して 次 月 発 行 誌 に掲 載 さ れ ます

ます ｡
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掲 示 板

塙 示 板

F土rsも Notice

Internationa.1 ConferenCe On

SpoIISOred by 工rlt,ernationalUnion o工､Pure

andApplied PL'lySics

Unrler theALlSPices｡f

l'rhe Phv･sical Socユety OfJaPari

To beheュd aも

Kyoto Kai広an'Kvoto I

seTJtember 9-114,1968
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指 示 板

Organi21ing Committee

R.Xubo･Tokyo,Ghair皿an

S.0-notTokyo･Secretary

R.AbetTokyo･

S.Katsura,Sendai

T.Matsubara_,Kvoto

H.Matsuda,Kyoto

H.Mor上,Fukuoka､

S,Na丘aJima,Tokyo

員.Nakano,Nagoya

E.TeralnOto･Ky〔)ち()

ltA,'lloda'Tokyc)

K.Tom土ta,Kyoto

T.Yamamo 10,Ky()to

Advisory Boarli

K.Huslml･Nagoya

M.Kotan土' .Osaka

'1.㌦ Nagamiya･0･Saka

H.YukaⅣa･Kyoto

ProvISIOnalProgI'afn

T上Ie following isa provisional arrangement Of seLSS10n s.

1エ｢nemorllling s(∋ssユOnE;Will be devoted to revleW10r invited

papers and the afternoon sessionsmostIy もo contrib;lted

papers.Timewill be a.llovv-ed for discussion after each

paPer.

Mond_ay

'Lluesday

9 sept. Morning and.afternoon

10 sepも. ;:止orning ,And af･ternoon
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塙 .示 板

Wednesday ll Sept. Mornirlg

T:(lurSday 12 sept. Morning 年nd a-fもernoon

Friday 15 sept. Morning and afternoon

Saturday 14 Sept. NorJdefinite

A detailed plan of the program will be sent to pafticip-

an●ts by the end ofMay 1968.

LallguageS

lt istを101Ped th,at where possible paperswillbe presentted

in English. ilranslと)_tIOrlfacil.ltiesWillnot be prOV-idea.

AtI/en(iEiI1Ce

The Conference is o,ueli も｡all those interested ln tile

Conference subjeCts.The +uotal ｡iumber of particIPとlIi+us ln

theConfererlCeWi.ll be lli-Liiteri も04Uu

Papers

The Conference Wl⊥l be comp,Used o壬､invited papers (2u一一

40min.) and coヱltrl｡uted papers (10-15iiiln.). participants

warlt to submlも a pape工. 七〇 ℃niPJCorユference are reqLleSted to

fill in trle aPPrOPriatJaPュace On toe attached fc･rln.Aq

appユiCation f●orlnand lnStrLICl,i〇ns for prepari.nga⊥'iaOSbract

of the papc-Iwill oe L3eIH by ち血e end ofJanuary 1968. The

deadline for reもurning 柏e applicatiorlarid_abstract IS

March 15,196d.selection of pーaPerS TyVill be decided /,ythe

Program Comriliもtee on the basis of.the abstracts On later

than t也e endoIApril.
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掲 示 板

AccOmmOdaも10nSa.ndTravel Arrangements

The CorlfeTenCeWill beheld at t･_ne Kyoto kaikan (Kyoto

a(つnference昆all). participants can oDもain theirarJJCOmmOda一

tions in variouと;hotels in Ky'oto.Acco血nlOdations alld もravei

arrangemenも･swill be provided by -I,he Japa-n TravelBLlreau

(JITB).1･ Mar,lnOuChi･ Tokyo.lULOもel c上iargeSWil･l beU･S.

$9 and up per day.Since,in vie-N Of the great de･mand f'or

accommodations in Kyoto duri工1g the Period 'jf もhe Conference'

it lLSnecessary for us to know the,approximaterlumber of

parもiclpantS aS eary aS PO･L;Sib1-3- tnOSeWh0 Wish tO attend

thEうCoriferenc(∋are reqLIeSted to send in the attached form

aも the,ir earlleこヨt corlVユrli.3nCe.

Reg土stration Fee

The registrabiorユfee wilュ be abou.TJU.S.$2U.

Ar)PllCatiorユ

針 ユrt上lernOtICeS皿ay be obtJa:ined 〔)y request,･or Dy

colTli)leting arld reもurnlllg tile aLもached form.

Enquiries

Al⊥ erlquiri.es about もhe ConfererlCe Should be addressed

I.o:

Professor S. OnoISecretary

工nternaもionalConference on S乞a+uisticalMechanic.s

Oollege ofGeneralEducatiorl

UnlVerISity ofTokyo･

Kc,maba,Meguro-ku

Tokyo,Japan
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掲 示 板

Preliminary ReglSもration Form

Please f111 1n and.-se血d もo the Confere且ce SeCre二bary by

Dec.25･ 1967･lfyou wユSh further ‡相 もユCeS.

〔国内の〆切は来年 1月末日壷で〕

Please もype or prlnも.

1. Name:Professor,Dr__,Mr.,適rsT､,冒渚iss.

＼
(Last nalTle) (Firt7t niame) (inlもial)

2･ lh血iユirlg address.

5. positi_onland 工nsliitutj.on,

Please check.

I am interested-in a吊 ei'iding もne lJlonfrarence.

Probability ･藤

I will beaccompanied by

I would like to submiも a paperl'and its title

Ⅳill be
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ニ ュ ー ス

◎ 人 の う ご き

o 鈴 木 勝 久 氏 (束大理 ) Bell研究所 に出張

o 細 部 真 澄 氏 名大工学部 より名工大に転任

◎ 公 募

新潟 大学理学部物理学 教室教授 または

助教授公募 のお知 らせ

下記に より,教授 または助教授 を公 募いた します ｡ 希望者 の応募 ,適任者

S)推薦 をお腹姉､しますo

1. 公 募 人 員

2･ 専 門 分 野

5･ 公 募 締 切

4. 就 任 の 時 期

5･ 提 出 等 類

6. 書 類 宛 先

教授 または助教授 1名

固体物性実験

昭和 45年 1月 15日

昭和 45年 4月 1日を希望 します o

履歴奮,研究業績 リス トお よび主要論文別刷,

推 薦のはあいはあわせて推薦書

新潟市西大畑町 5214

新潟 大学理学部物理学教室

織 田 伊 佐 秋

｢TELO252-25-6161(420)｣
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信州大学鹿学部物理学教室教 官公募

1967.11.4

10月 50日〆切 の,物性理論助教授 の公募に,適任者の応募が得 られ ませ

んで したので,あらためて下記のように,当教室 の教官 1名を公募 します｡

1, 専 攻 分 野

2. 資 格

5. 提 出 書 類

4. 着 任 時 期

5･ 公 募 〆 切

宛 先

物性選論 (助教授 または講師)

または物性実験 (教授,助教授 または講師)

博士 の学位 をもつか,近 く取得 するみ こみの方

履歴富,･研究歴,業績 リス ト,主要論文 の利剣,

推薦書 (もしあれは),専攻分野 と希望するポス

ト

1968年4月 1日

1968年 1月 10日

絵 本 市 県 5- 1- 1

イ言州大学理学部物 理敬重

勝 木 淀

名古屋 大学教養部物理学教室 の教官公募

下記に より教官 1名 を公募いたします ｡ 希望者の応募,適任者の推薦 をお噸

いいた しますQ

1. 公募 するポス ト

2.研 究 分 野

5. 提 出 書 類

4. 期 限

助教授 または講師,場 合に与っては教授

竃疲物性関係 の実験

履歴蜜,健康歴

論文 リス ト,特に主要な論文の別融

推薦奮 (他薦 の場 合)

希望す るポス ト

昭和 45年 1月20日
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5. 宛 先 名古屋市千種区不老町

名古屋大学教養部 物理学教室主荏

杉 山 旭

湯川記念財団奨学生募集 について

今轡 左記要項に より昭和45年度奨学生を薯集す ることといた しましたので

寮部 内関係者に周知方 よろしくお顔いいたします o

なお,外国留学中の有資格者に対 しても適宜の方法にてL,御連絡苛D潤 いいた

します ∩

記

奨学生募笹要項

1. 応 募 蛮 格

大学院博士課程修了者及び45年 5月修了予定の理論物理学研究者 (こ

の奨学金は大学院博士課程修 f者に,その研究の完成を援助する目的をも

って重点的に交付される,いわゆる Post Doctoriai FellosblPとし

て支給 され るものである ｡

2. 支 給 金 額

月 額 25,000円以内

(原則的にはこの最高額が支給 されるが,研究者のイ也の収入,研究場所

などによ-'てそれ より減額 される場 合があるo 更新は認められるが,塵続

5カ年をこえないものとす 巻Q)

5･ 研 究 場 所

基礎物軍学研究所において研究することを原則 とするが,事情により砲

の適当な場所であ ってもよい｡

4･ 募 集 人 員

5 名 (内訳 は,太線素粒子論 2名,物性論■1名,中間の億域について
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は適宜に定める｡ )

5. 応募書額及び審査

希望者は所定の申込書 1部に発表論文 リス ト,主な論究 の別届航 1カ年

の研究題目と計画を各 2部あて添付 して,昭和45年 1月51日までに,

京都市左京区田中天壌町 49 湯川記念財団-ぁて送付すること｡他 に奨学

金,その他の収入ある場 合,あるいはノ研究場所について,鰭に希望 のあ る

場合などは必ず書 き添 えることQ

審査は基礎物理学研究所運営委員に破壊する｡ この審奄会ではそれぞれ

の専門に近 い委員 2名が論文について頚宜 し,その報告.に基づいて審査会

が廠補者をきめ,財靖の理事長に推薦するo

昭和 42年 12月

財団法 人 湯 川 記 念 財 団
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ひ ろ ぽ

o〔久保研 コロキクム〕

10/17 猪狩英ノ雄 (M2)

StochasもIC ふまodel ofDielectricRelaxatiC)n

-(Master Thesis)

10/24 海老沢正道 (M2)

拡張 された G-L方程式一 〇verlappln.g Bandを持つ超電導体

(WasLer ThesISB)

1i)/51 長谷川 洋 (京大瑠 )

半導体における トンネル効果

11/7 五十嵐儀孝 (NI2)

pd甲の水素 (MasterThesis)

11/14 石 井 力 (DSj

AnomalousScatterlrlg Of且iecもrons byMagnetic

lmpuritles in SupercoIlducもors

- Nagaokaの方法による取扱い -

(編集部注)

大学紹介を特集号でやるばか りでなく,物理教室や各研究室でや ってい

る定期的な コロキクムや論文紹介の様子 を載せたら,その研究室の興味の

対象等が艮 くわかるので_はないかとい う提案が,東大物理教毒の地方編集

員から出されましたO 東大以外の大学や研究所の様子 も,何らかtZ)形で始

らせて下さるように希望 しています｡
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プ レプリント案内

〔久 保 研〕

Singlet-Triplet Formulaもion -forDiluteMag‡ユeticAlloys

l.S-aexchange皿Odlel (Gerald hTorwitz,Shlo皿O

Alexander･MosheFユbich)

Ona Theory ofAtomicMotions i･n SimpleClassiこ)al Liquids

(蕊.S.Singwi誉A.Sjdllander)

Bibliograpny-RecentResearch on Electron Spln Density

(冒.Eugerle Stanley)

Critical Phenomena in lqeisenbergModeユsojユMagnetism

(良.Eu_gene Stai,lley)

TheTheo'ryofEquiiユbriLlm Cr主､ticalPh∈きnOmena

(Michael 且. iu?isher)

rilhermodynamicsIn T〔leSpecialandThe GeneralTTi.lhe〔〕ry

ofRelativity (C.通11er)

Re_ply +JO aNote byJaL1Cill,Wigrierand YanaSe Concernirlg

tfle QIIlanもulnTheory OfMeasu_,elnenも (A.Loinger)

Neuもron Diffraction_Stu(1y ofTrband 員O underhTigh Pressure

(H.TJmebayashi,ll.Shirane･B.C.filrazer,and

W.b. Danie⊥S)

Spin Wave Dispersion Relation in Fe一点iAll,3yS (F.Merlzi-

nger'注.Cagllrtl･往.Shlrane･_A-Nathans'S,I.Pick-

ar'h and冒.A.Aiperin)

Spln Wavesin Sd Metals (α.Shlrane,Ⅴ.J.MユnkieW･iczt

and R.Nathans)

Singlet rilriplet Fomulation forDiluteihAagneticAlloys

(Moshe Fibich and a-eraldhTorwitz十
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プレプ リン ト案内

contribut･ion a lletude theor･lque de.s susceptibilites

magnelIlqueS dynamlqueS des皿etau.x et alliagesde

transition.Propositions donrleeS P'ar la faculte.

(.pascaユ Lederer )

B3quilibrium andLinear Response of a Classical Scalar

p⊥asrna (G.Ka.1皿a工1)

Remark On もhe Parametrizatiom 0f trle States ofComplex

systeinS (Irving Segarl)

Spln ReユaxaもユOriOf Localiz.ed Magrle†,lCMoments and

Collduction ElectTOJユLCl,illMetals:Mangane亡:e in

Silver (A..Cl.Lj･o:st;arc, FYI.I-.Kometarli'and

J.冒.Ⅳem icK二)

〔東大 教養〕

Proper'… CJOnneCもed-1:,ユagram 丘Xpansユ(-)=10f 』lecもrユCa｣.

Corldur)tivity for 且ュe,3tron-Impurity System.

(,'S.FuJlta & C..(3.Chen)

On a flyroJllhermal tiiffectwitrlPolyatomic (ュases lrユa

MagnetlC Fユeld. (L.･jVyaldman (Erlangerl,Gerlnany))

Cuiriularlも 瓦Ⅹp,3ーnSi.on of Loca.ll乙ed ii:iectrollModel f(汁

AntiferI･Omagnetic II｡Sulaもors. (T.Arai (Argonne

Naも. Lab.))
I

Molecular SchrBd_ingE3r 且quation VH I.A NeⅣ Meti･10d for

the.ji:valutlもion ofMult,idimenSIOnal Integrals.

(H.Conroy(Mellon Inst.目

しectureNotes orュTheory ofMultiplets ln Crystals (Llg十

and'Field Theory). (S･Suga千〇 )

The Stability of the Ferroma_gnetic State in もheBand

Model. (D.M.宜dwards(London))

-17･､2-



プレプ リン ト案内

Spin Wav-es in Sd lu'etals, (O-･Shirane,Ⅴ･J･Minkiewicz

and a.Nathans(Brookhavenリ

cH ′tlCal Flucもuation 土n Superfluid He4, (R.Ferrell)

SirlgleもTriplet Formulation fo r Dilute Magnet,ic Alloys.

(M.Fibich arid G.fiorwi℃Z (Yeshiva Univ.))

〔東北大 ･工 ･応物 ･桂〕

Lower BouIユd for the i,sotihlerrrlal i,iagneもic Suscepもi.bility.

(IHI.Falk)

The Solution of the 工)imeT Probie氾 Dy t血e Transferム血 もrix

Method. (且1110もTu fir.Lieb)
′

The Re.sidual 互;ntroPy Of LSqua.re Ice. (EH iott.'H.Lieb)

工ce,Fe_Pro- ar3d Arlt,iferroelectrics. (飢IiotTJI-i.Lieb)

〔日大 ･理工物理｣

｡TrOund-Gもa_te a71d Lo叩一日は,IJited Pro･pelTties ufi,ユqLlid llie5

Jaユculated 7ItTlもn a 'Lrw0--Body PrJtei'i七ial.

(The{jd_ore W.Burkhardも)

Hig血erOrder Clorrectionた;tc)Co工LeCtive Parti.cle一員ole

ExcltatioriSUsユng LI,reenls F .lllC'uio三･i Tec加 Iques.

(B.A.Barrett.)
■ タI

Computer illJXPeriments (ユニ1ClasslrJal Fluids. I工.民quilibr-

_ilユm CO rreiauorlfTiLriCもions. (Loup Verleも)

rTrheory of Zeemarl 諾ffect ìorRare Earth Iorlb- in Crystal

Field with C5h Syinne･七･ry H I･ (軋 W･G･Syme,

W.J.iiaas' F.冒.Spedding anrl 二R.H.G-ood, Jr.)

〔東京教育大〕

Fluctuations rJn a Josephorn Jun〇七ion (A.i.Fetter and

M.J.stepher)
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プレプ()ソト案内

Th㊦ory ofDilnteSolutions of L lgn id He5 in He4 atLow

Temperatuse (C.A.諾bner )

Dyn'amics of the Ising Model nea.I the Critical Point I

(Masuo Suzuki and Ryogo Kubo)

A Theory of the Second OrderPhase Tra-nsltions ln Spin

systems H ComplexMagnetic Field (',t､柏sl10 Suzuki)

A Theory of the SecoIJld Order Phase ELlransユIJIOnslirl-Spln

S-rrs+uems Ill Crltical 上jeI'laViorE;0_fCorrelatioI-i

Func･LIOnS in lsing FerromagiletS (MLaSuO Suzuki)

Effect of もhe PctenClal Sca tもerユng On Che LOW-Te1-ilPera一

七ureAriOr_rlaliesdue to s一一d 工L-1t-,eraCuOn (Y.Nagaoka)

'llhermOdy.'rlalllic PropertlCjS Of SirluSOi,ial･SpirlDer]slty

LvVaves by the B(･ind Mc'del (Masao Shlin17Jl_i)

tHgh Fiel(1 Susceptibiljl,y for lrくつ-Il_M二(㍑al an(ユ itsAl1rJyS

(Macao Sh拍 i乙u anri昆ide.jl Yainada)

KirleTuIC 壬弛uations for a TLlrbLllen t Plas-i-ila (Setsuo I･3hユー

TIlarL1)

rlJhe Dest,7･lJCtioriOf よjupercondLICtivlby by a Pulse Current

ofRectangular 才一orln i.rlrエーype 1aェユC1 2 duper･conduct･-

ors (Y.SbiDuya' Jll.AoiLiine･ Li.Abe and S.Koga)

Phor101'1InStabilj.-Ly and CL1rrle工1七 .rjaもura.tit,)ll

(.KaTJuO Yalna-ia)

urH,rasonl(J ALtenuatic,rlri,ear tlle.Magnelui(3 LjTltical Point.

(Kensu上こeTai･1ユ alldllazime入組 Tユ)

Longituri･inal S.pin Pair Correlation in Antiferroma-grlets.

(KerlSujLe 'll'ani andHideh()'llanaka.)

Dylia_rnicblOf DisplaciYe-typeFerroelectrl,jt;,-SoftModes-

(Kensuke ･エーa工〕i)

TirleOry Of Phase Transitic,Llin SolidlL/iethanes,I.Electr一

〇staticMulti.pole-Multipole 王nteraction
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プレプ リン ト案内

(-ll.ya皿amOto)

Theory of Phase Translも10nS ln Solid Methanes,Ⅰ王･Nuclear

spin SpecleSA arid T ofLightMeもharle(Phys･iiev.

received.). (T.Ya皿amOto and .Y.KataOka)

Dynamics of D18placlVeJrype FerTOelectri､cs-Soft lAodes.

(A.Tanl)

Theory c)f Collision一三nduced ヱrifrared.Absorptl()n ill

CompreSSed (ユa.ses' 了∴ COiユ_ision-工nducerl ''ilranslaも-

ion Absorption in RarrJ/(〕-aSMixtures.

(K.Oi,Lada,lil.Kaji姓氏.Wa arid lil..yamamoto)

･Cと)arse-Grained QuaIltltt'jS-in Aperiodic Sysもelns,HI.

Coarse-lJrained Spectra ofThree DimenE豆nal

Matsubara-Toyozawaム柏del. (A.むkada arid H.M畠_ts-

uda )

NuclearMagnetic Spl工ユーLattlCe Relax盆もion l王ユSolid Orもho

-1riydL･Ogerlbelow El宣 . (S.fiTc)皿Illia)

一〇n PaifwiseAdd-it土vity of'Dispersion Energies ユnlParaffin

and GでaPliもe Cr-y-stai.. (Y,Yasuda)

L,ifshiもzForce between ,lrapILliもeMas▲ses. (Y.Yisluda)
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編 集 後 記

｢物性研究｣には,地方編集員制度 (?)とい うのがある｡ これは,京都編

集員 (堀在 7名,他に校正者 1名)か京都で編集 を行う他に,全国の主な大学,

研究所に地方編集員をおき,各々の場所での読者の生の要求や希望をふまえて,

稀隻に参加 してもらお うというのが,そもそもの目的だ ったようである｡ この

制度は,現在の京都編集部のメンバーが編集をひきついだ時に,すでに確立 さ

れていた. それから1年余,我 々は地方編集員が ｢物性研究｣(カ編 集発行にど

んな役割を実韓に演 じているかをみてきた｡10月は丁度 ｢物性研究｣の会計

年度の切 り変 え時にも当るので,今後の編 集方針 を議論した際に,地方編集員

制度についても考えた ｡ 現在,地方覇集員が行 っている仕事は,プ レプ リン ト

案内 と,人のうござがその殆んどで,我々が期待 しているだけの役割 をフルに

璃 じているとは,必ず しも言えないDが現状である｡ しか し, ｢物性研究.｣と

いう施誌そのも'jjの存在の必然性 とか,読者がこ(Jj確認 を必要 と､する程度が,

その昏 ｢物性論研究｣の創刊 された ころとは全 く遭 って来ているとい う現実を

･,!31んがみれば,それも無理からぬことな(/i)かもしれない｡

戦時中,外国からの情報が一切入 らず,国内でも英文の雑誌は発行でき/"よく

て,邦文の雑誌 も少 く,しかも研究会と.･':])学会で (73研究LD交換の機会にも殆 ん

ど恵 まれないという事態の下で,研究者 のやむにやまれぬ要望で生 まれた0:jが

｢物性論研究｣であ った｡ ｢物性論研究｣の背負 っていた梗命や必然性 を,い

ま ｢物性研究｣が持たなくてもよい ような研究体制が完全にできあが ったとい

うのなら,我々は喜ぶべきであろう｡だが,はたしてそうなのか という疑問を

抱 くのは,ひとり筆者のみだろうか,

r物性研究 ｣をそれ程大事(二は思 っていないが,全然消 えてなくなるという

のも,なんとな く物足 りない - とい う,忙 しい中をかけまわって編集 して

いる著にとJ,ては,お よそ discouraglng な発言をものともせず (?)が

んば っているのは,やはり自分 なりにこの兼誌の存在意義をつかんだっもりで

いるか らなのかもしれない｡

京都編集員は多少忙 しくても,今後も っと積極的な尊勢 で企画編隻を行 うこ

-17d-



編 集 後 期

とを確認 し合 ったことは,編集会議が最近活気をおびて来たように思われるこ

とと合わせて,うれしいことである｡

(Y.)
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とを確認 し合 ったことは,編集会議が最近活気をおびて来たように思われるこ

とと合わせて,うれしいことである｡

(Y.)
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購 言売規 定

イ国人 購 言売

1､ 会 費 当 会 の 会 費 は 前納 音別 を とっ て い ます｡ した が っ て

3月末 まで に な る だ け (】年 間 分 会 費 をiJ卸支払 い下 さ い｡

なお新 規 購 読 の場 合 は下 記 の 会 費 以 外 に 入 会 金 と して ､

100 円 お 支払 い1ここさ い｡

※ l年 間 の 会 費

l stvolume 960 円

2nd volume 960 円

計 1,920円
(1年 分 ま とめ てお 支払 い が困難 の 向 きはlvoluI1℃ 分 ず

つ で も結構 で す｡)
2. 支払 いの 際 の注 意 :な るべ く振 替 用 紙 を御 利 用 の上 御 納 入下

さ い ｡

なお通 信欄 に送 金 内容 を必 ず 明言己して下 さ い｡

3. 雑 言志購 言売者 以 外 の代 理 人 が購二言充料 を送 金 され る場 合 ､必 ず 請

実売者 本 人 の 名前 を明記 して下 さい｡

4. 誌代 の 支1-1､遅 滞 の場 合 :当会 の 原 則 と して は ､正 当 な茸里由 な

く 20Vol.以 _Lの ,-iA志代 を滞 糸内され た場 合 には ､送 本 をイ亭｣Lす る こ

とに な っ て い ます の で御 留 意 下 さ い｡

け る様 に な っ た場 合 は ､必 ず ｢個 人購 言売中 止 ､一 括 配 布 希 望 ｣

の 通 知 を して下 さい｡ 逆 の場 合 も同 様 で す0

6. 送 本 先 変 更 の場 合 :住 所 ､勤 務 先 の変 更 等 送 本 先 が変 っ た場

合 は ､必 ず送 本 先変 更 届 を提 出 して下 さ い ｡

学 校 ､研 究 所 等 ヰ幾閏 月汚言売

1. 会 費 :学 校 ･研 究 所 等 での購 言売及 び個 人 であ っ て も公費 払 い

の と きは機 関 会 員 とみ な し､代 金 は ､ 10Vol.1,800円 です

この場 合 ､一入会 金 は不 要 です｡ 学 校 ､研 究 所 の 会 費 の 支払 い は

後 払 い で も結 構 です｡ しか し購 言売申込 み を され る時 に 支払 い に

必 要 な請 求 見積 ､納 品書 各何 通 必 要 なの か をお知 らせ 下 さ い｡

なお ､ 当会 の請 求 書 類 で は支 払 い が で きな い様 で した ら､貴 校

貴研 究 機 関 の請 求 書 類 を送 付 して下 さ い｡

2. 送 本 中止 の場 合 の連 絡 :発行 途 上 に あ る volume の購 読 途 中

中 l上は認 め られ ませ ん｡ 購 読 中止 され る場 合 に は ､ 1ケ 月 前 ぐ

らい に 中止 時 期 を明記 して ｢購 読 中止 届 ｣を送 付 して下 さ いO
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